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1 )睡眠中に刺激を与えた際，脳波的に α 活動が出現する事によって代表される覚醒反応が，全く誘
発されない場合には，その刺激は記憶されない。









リグラフィを延119夜行った。刺激には 1 C/S のストロボスコープによる閃光刺激と，テープレコー
ダに録音し，被検者の耳もとで50~55フォーンの大きさで聞えるように調節した被検者名および非被
検者名を用いた。これらの刺激を REM期および Rechtschaffen & Kales の分類による睡眠 Stage





1 )被検者が刺激により α 活動を全く誘発しなかった場合には，その刺激は殆んど記憶されていない。
2 )刺激により α 活動が誘発された場合， α活動消失後10秒以内の報告では， 100%の再生が得られた。
3) 30秒以上の α 活動が誘発された場合には 2 時間以上の睡眠を経過しでも，殆んどの例で記憶は保
たれていた。
4) 30秒以内の α 活動が誘発された場合には， α 活動の長さと記憶の保持時間(分単位)との聞に正
の相関が認められた。
5 )刺激により誘発された α活動の長さが同じ場合にはその後に続く睡眠がREM期の場合は， Stage 
2 (NREM期)の場合に比し，より長い記憶の保持時聞が得られた。
6 )呼名刺激が被検者本人の名前の場合と，他人名の場合とで，誘発される α 活動の長さ，および記
憶保持時間に有意の差を認めなかった。
〔総括〕















検者がどの睡眠段階にあるかを確認する。 (2)REM期またはNREM睡眠第 2 期であることを確認した





との聞には正の相関がある。 (2)刺激により同じ長さの α 活動が誘発された場合，刺激のあとの睡眠が
REM期の場合の方が， NREM睡眠第 2 期の場合に比し，記憶の保持率が高い。
本論文は，睡眠が記憶に与える影響を理解するために重要な資料となるもので，学位論文として価
値あるものと認める。
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